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（論文内容の要旨） 
 
 中世末期のシエナ画家ドゥッチョ・ディ・ブオニンセーニャの《マエスタ》（1308－11年）は、シエナ
大聖堂の主祭壇のために制作された大規模な祭壇画である。画家晩年の作であるこの板絵は、シエナ共
和国政府の注文によるものと考えられ、その表裏両面に、玉座の聖母子をはじめとする都市国家の守護
聖者と天使の群像、および50以上の場面からなるキリスト伝、マリア伝サイクルが描かれている。18世
紀後半に解体され、現在はシエナ大聖堂付属美術館他、欧米各地の美術館に分散しているが、当初は縦
横約５メートルにおよぶ壮観なモニュメントであったと推測される。異例の規模の図像プログラムを有
したドゥッチョの《マエスタ》は、1200年代以来の祭壇画芸術の発展を総合する作品であり、また一方、
物語サイクルに見るイリュージョニズムは、近代的な空間表現の先駆けとみなされてきた。 
 ジョットと並ぶ絵画空間の創始者、再興者としてのドゥッチョの歴史的位置づけは、遠近法的空間表
現に関するE.パノフスキー等の研究以来、一般に認められている。しかし、ドゥッチョが統一的な三次
元空間の創造を志向しながら、ジョット等とは異なる解釈をもってその課題に取り組み、以後のイリュ
ージョニズムの発展に独自の役割を果たした点については、1200年代の「マニエラ・グレカ」を維持し
た彼の保守的性格ゆえか、十分な評価を得ていない。本論文では、中世末期のイタリア絵画におけるド
ゥッチョの意義を再評価し、イリュージョニズムの展開史を見直すべく、《マエスタ》の物語サイクルの
造形分析を通じ、その空間表現の特質を明らかにすることを試みた。 
 《マエスタ》の制作以前、とりわけ、画業の初期におけるドゥッチョの様式展開を追うための手掛か
りは少ない。だが、もうひとつの基準作《ルチェッライのマドンナ》（1285年）は、当時20－30歳代の画
家が、後の祭壇画に連なる表現様式を獲得しつつあったことを示している。従来のシエナ派作品に比べ、
人間らしさを増した玉座の聖母像は、同時代のビザンティン絵画からインスピレーションを得たもので
ある。しかし、ビザンティンの美術が聖人像の彼岸性を保持したのに対し、ドゥッチョは空間のイリュ
ージョンを積極的に用いて、マドンナ像と観者のより直接的なコミュニケーションを促そうとした。こ
の点で彼は、しばしば指摘されるように、フィレンツェ画家チマブーエと歩みを共にしている。だが、
チマブーエが玉座の聖母像の空間性をモティーフの立体感に求めたのと違い、ドゥッチョは椅子型玉座
の建築的枠組みによって空間を囲い、その内部に人物像を位置づけた。《ルチェッライのマドンナ》に見
るそうした空間感覚は、ドゥッチョが、1200年代後半のアッシジ、サン・フランチェスコ聖堂上堂で起
こった絵画革新を吸収する際の前提になったと思われる。 
  
 アルプス以北の職人やトスカナ、ローマの画家たちが相次いで参加したサン・フランチェスコ聖堂上
堂の装飾事業では、壁画制作にあたりゴシック建築の原理が採用され、一連の物語絵画は見せかけの建
築モティーフで枠取られ、壁体の向こうに開いた開口部として提示された。その空間のイリュージョン
は、これまでのシンボリックな説話表現のあり方を大きく変え、三次元的な物語舞台は、登場人物の行
為を観者の追体験可能なイメージとして具体化することとなった。人物像の行為のための舞台構築をさ
らに推し進めたのが、パドヴァのジョットである。1304－06年、彼はスクロヴェーニ礼拝堂の物語サイ
クルの中で、人物像の彫塑的身体を核とした空間の表現様式を確立し、実験段階にあったアッシジのイ
リュージョニズムにひとつの明確な方向性を与えた。 
 ドゥッチョによる《マエスタ》のサイクルも、アッシジの壁画に多くを負う。しかし、ドゥッチョが
向かったのは、アッシジの実験からジョットが導いたのとは別種の空間表現である。《マエスタ》の絵画
空間には新旧の要素が混在し、そのタイプは必ずしも一貫しない。だが、ジョットの絵画空間が人物像
に強く従属し、その閉じた求心的な構図は彼らの行為をドラマティックに演出する代わり、舞台のスペ
ースを著しく制限したのと異なり、ドゥッチョの物語場面は屋内屋外共、空間の奥行きや広がりに対す
るシエナ画家特有の関心をのぞかせている。中でも、「山頂での誘惑」や「キリストのエルサレム入城」
は、人物を越えて展開する環境世界を広く捉えており、特に前者は、当時の絵画にあっては例外的な俯
瞰的視点を用いて、都市国家の点在する大地の様を描いている。これらの景観描写は説話場面の背景で
あって、主題としての物語、また人物像なしには考えられない。しかし、そこには、古代以降、長く省
みられなかった風景のイリュージョンが新たなかたちで誕生しつつある。 
 環境世界に対するドゥッチョ等シエナ派の自然主義的感覚については、多くの論者が言及している。
だが、M.フリートレンダーがいう通り、風景表現の本質は、個々の要素の観察以上に、それらによって
構成される土地の広がりを統一的に把握することにあった。いまだ中世の表現伝統と結びついた《マエ
スタ》の景観図が注目されるのも、空間に関するこのような見方のためである。 
 1300年代前半のシエナにおいて、なぜ風景の表現が生まれたのか。ここで重要なのは、その対象とな
ったのが、自然よりも都市を中心とした世界の有り様であったことである。風景に対するドゥッチョの
視線は、中世末期の社会における空間の評価法と関連づけられる。諸要素の相互関係からなる土地の全
体を高みから見下ろす態度は、国家統治等の実用目的で使われ始めた地誌的地図に認められ、また、空
間を統一的に捉えるまなざしは、秩序ある自らの町の美観に都市の理想を見出した市民のものでもあっ
た。ドゥッチョがそうしたまなざしを受け入れることができたのは、彼が1200年代のシエナ派から装飾
的な平面デザインへの好みを継承したためである。絵画空間の構築に際し、ジョットが重量感ある人物
像の支持体として、画平面と直交する平らな地面を必要としたのと違い、ドゥッチョは画平面の二次元
的連続性を奥行きを持った土地の広がりとみなし、そこに人々の期待する都市的世界のイメージを投影
したのであった。 
 《マエスタ》の景観描写は、その約30年後、アンブロージョ・ロレンツェッティの壁画「善政の効果」
において頂点に達するシエナ派の風景表現の最初の兆しに過ぎない。だが、環境世界の外観に惹かれな
がら、連続的な空間の理解には至らなかった古代絵画と異なり、獏とした広がりにひとつの明確なイメ
ージを与えようとするドゥッチョの試みは、イリュージョニズムの新しい可能性を開くものといえるだ
ろう。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、1311年よりシエナ大聖堂主祭壇に設置されていた祭壇画《マエスタ》に関する総合的な研
究である。縦横５ｍ近くに及ぶモニュメンタルなこの祭壇画は、14世紀初頭のシエナ派の中心的な画家
ドウッチョの代表作として、後期ゴシックから初期近代に至る西欧絵画史を語る上で、欠くことのでき
  
ない重要な作品である。聖人と天使に取り囲まれた玉座の聖母子像を中心に、両側と裏面に多数のパネ
ルを配したこの巨大な祭壇画は、しかし16世紀には主祭壇から取り外され、53場面が今日まで伝わって
いる。それらは主としてシエナ大聖堂付属美術館に保管されているが、そのうち８点は欧米各地の美術
館に所蔵されている。本論文はこうした状態にある本作品に対して、まずオリジナルの状態の復元を試
みた上で造形分析を加え、後代の絵画に対する革新性をその空間表現の特質に認めるものである。 
 本論文は６つの章から構成される。第１章は、研究史の中でドウッチョに加えられた評価を検討する
ことに当てられている。すなわち、(1)ヴァザーリ以降ドウッチョは、13世紀末から14世紀初頭の新たな
西洋絵画の発展の中で一定の役割を果たしたと認められているものの、ビザンチン美術の影響を色濃く
残すその装飾的・平面的な様式は、ジョットをはじめとするフィレンツエ派の先進的な空間構成に対し
て保守的とされ、傍系に位置づけられてきた。(2)20世紀になって、そのようなドウッチョの特殊性に対
して、後期ゴシック絵画の中における独自性を評価しようとする傾向が現れた。(3)その後、1980年以降
のドウッチョ研究では、こうした造形的な面よりも、むしろ文化史・社会史的な方向からのアプローチ
が主流になっている。(4)しかし同時に1970年以降、ドウッチョ作品に対する批判的研究は大きな進展を
見せた。研究史に対するこのような理解の上で申請者は、新たな批判的研究の成果を踏まえつつ、造形
分析を通じて、これまで保守的とされてきたドウッチョ作品の美術史上の意味を、あらためて積極的に
評価しようとする。1980年以降やや下火になっていた《マエスタ》の造形問題に正面から取り組むとい
うこのスタンスは、高く評価されよう。 
 既に触れたとおり《マエスタ》は解体された状態で今日まで伝わっている。第２章で申請者は、その
オリジナルの構成に対するこれまでの復元案を検討し、さらに進んで図像プログラムの問題を取り上げ
ている。そこでは中央の「聖母子、天使、聖人たち」のパネルも、その周囲に配された物語場面も、ト
スカナ地方の伝統的な板絵のみならず、ローマの諸聖堂のアプシス・モザイクのような、より古い建築
装飾に見られる位階的な群像形式を踏まえていることが指摘される。こうして申請者は、単に板絵のみ
ならず、教会建築のモニュメンタル装飾に見られる壮大な図像プログラムに繋がるものとして、本作品
を当時のシエナ芸術の中心に位置づけた。 
 《マエスタ》の性格を確認した上で、申請者は作品の空間描写の問題と取り組む。第３章ではまず、
ドウッチョの初期作品である1285年の《ルチェッライのマドンナ》を取り上げ、先行するシエナ画家グ
イド・ダ・シエナの作品と比較しつつ、伝統的なシエナ派絵画からドウッチョが何を引き継ぎ、どのよ
うな革新をもたらしたのかを検討している。すなわちグイド・ダ・シエナは同時代のビザンチン美術に
見られる場面構成を継承しつつ、その空間イリュージョンをより装飾的な、画平面上のモティーフの調
和を重んじる構成に置き換えたが、これに対して《ルチェッライのマドンナ》は、ビザンチン美術の再
解釈によって、新たな空間性と自然な感情表現を獲得したのである。トスカナ絵画において、ビザンチ
ン美術を踏まえつつ空間性を模索する動きは、同時代のフィレンツェ派の画家チマブーエにも見ること
ができる。申請者はそのためさらに《ルチェッライのマドンナ》とチマブーエの聖母子像を比較して、
フィレンツエとシエナの絵画の基本的な性格の相違を浮き彫りにしてみせる。前者がモティーフのソリ
ッドな量塊性を絵画空間の基礎に据えているのに対して、《ルチェッライのマドンナ》では、建築的な玉
座の構成線やドレイパリーの線的なデザインによって空間の奥行きやその中の人物の運動が明示されて
いるという。 
 第４章では、アッシジのサン・フランチェスコ聖堂の壁画サイクルと、その成果を継いでジョットが
パドヴァのスクロヴェーニ礼拝堂で試みた、13世紀末から14世紀初頭のイタリア絵画の革新性が分析さ
れる。この観察によって申請者は、アッシジからスクロヴェーニ礼拝堂にいたるジョット絵画の空間性
が舞台の遠近法的な描写以上に、彫塑的に描かれた個体としての人物像の構成を基盤とするものである
こと、周囲のモティーフは自律的な絵画空間を創出するというよりも、むしろこの人物構成の場所を提
供し劇的性格を強調する機能をもっていることを明らかにした。 
  
 第３、第４章の観察による準備作業を経て、本論文の中心となる第５章では、《マエスタ》自体の分析
が行われる。その際に申請者は、現存する53場面を、空間描写の構成にしたがって、屋内空間と屋外空
間の２つのグループに分類し、それをさらにいくつかのサブ・グループに分けた。そして、それぞれグ
ループにおける空間描写の性格に対して、第３、第４章で詳細な分析が行われたドウッチョ以前のシエ
ナ派の作品とジョットを中心とするフィレンツｪ派の作品、さらにビザンチン美術の作例と比較しつつ、
システマティックな考察を加えている。その結果、申請者は、《マエスタ》の空間表現が、アッシジなど
で試みられた革新的な空間描写の成果を取り込みつつ、先行するシエナ派の作品に対して新たな空間性
を加えているものの、その方向はジョットと異なっていることを指摘した。すなわち《マエスタ》では、
建物や岩山、道などによって絵画に自律的な奥行きを創出しようとする傾向が見られ、またそのために
風景表現では、俯瞰的な視点を用いることで、画平面上の上下関係を絵画空間内の前後関係に置き換え
ようとする試みがなされているのである。さらに群像表現においては、しばしばビザンチン美術の人物
像モティーフの借用が行われているものの、人物群の相互関係から導出された運動性が視線を奥行きに
導くことで、ビザンチン美術とは異なる空間の創出が試みられた。そしてこのような群像描写の性格に
ついて、申請者は、ドウッチョと同時代の彫刻家ジョヴァンニ・ピサーノのレリーフ表現による刺激を
示唆している。 
 最後の第６章は、第５章で試みられた空間描写の分析を踏まえ、1338－39年にアンブロージョ・ロレ
ンツェッティが描いたパノラミックな都市の肖像「善政の効果」に代表される、シエナ派独自の風景表
現と《マエスタ》の関わりを考察するものである。シエナ派の風景表現は、近代的な風景画の成立のひ
とつの指標と考えられているが、そもそも風景表現は概念的な地理関係を示す中世の地図とは異なって、
自然的環境の広がりをある視点から、一定の秩序にしたがって、感覚的に認識する姿勢の成立とともに
現れる。先行研究は、そのような風景表現がとりわけシエナで出現した理由として、都市的な秩序を踏
まえて自然に対峙する構えを、まずシエナ人が持ち始めたという文化・社会史的な背景を指摘し、それ
はさしあたってシエナの絵地図の伝統に立ち現れたとする。申請者はこうした研究を踏まえつつ、環境
を自律的な広がりとして画平面上に表わすという《マエスタ》の場面描写の特質に、シエナ派的風景表
現の端緒を見ようとするのである。 
 本論文の第３、第４章で記された14世紀トスカナ絵画の空間・人物描写に関する論考は、先行研究を
十分に消化しつつ、明確な目的意識によって整理された詳細なものである。その分析を踏まえてなされ
た《マエスタ》の観察は、ジョットによるイタリア絵画の変革に対してドウッチョの空間表現が、単に
その変種ではなく、それ自体評価されるべきであることを、十分な説得力をもって明らかにしている。
のみならず、この分析からはさらに、風景モティーフや建築物、群像の描写を介し画平面上のデザイン
を新たな絵画的イリュージョンと積極的に結び付けた、革新的な画家としてのドウッチョの姿がみごと
に浮かび上がってくるのである。シエナ派絵画の様式は14世紀後半、国際ゴシック様式に吸収されて汎
ヨーロッパ的な美術のひとつの基礎となり、15世紀のアルス・ノーヴァはまさにその克服として展開さ
れるわけだが、このような絵画史の流れを踏まえるならば、申請者の提示した《マエスタ》に見られる
空間表現の具体的分析は、今日の美術史研究にとって極めて重要な地位を占めると言えよう。なお最終
章の、《マエスタ》に見られる新たな絵画的イリュージョニズムと風景画の成立に関する申請者の考察は、
興味深く刺激的ではあるものの、必ずしも十分な説得力をもつものではない。所論の展開には再考を要
する。 
 以上の観点から、本論文は、ドウッチョ研究史において従来手薄であった部分を補うだけの内容を持
つものであり、したがって、過程博士論文に相応しい論考としての要件を十分に満たすものと判断され
る。 
 
 
 
